
「基本方針（経営理念）」はSDGs達成へ　の取り組みと一致住友の事業精神を受け継ぐ
住友ベークライトの基本方針（経営理念）

事業機会の創出  財務成果（2022年度） 社会課題の解決・貢献  非財務成果（2022年度）

アウトプット
2,849億円
売上収益

8.9％

売上収益
事業利益率

8.4％
ROE

254億円
事業利益

国内
事業所 ▲65％ 海外

事業所 ▲24％
CO2排出量（2013年度比）

3.86％
女性管理社員比率

54.5％

SDGs貢献製品・
貢献技術
売上収益比率

価値創造のプロセス

住友ベークライトの諸資本 ステークホルダーへの
価値提供

サステナブルな社会の
形成に向けた貢献

※  P.64の「国内・海外別在籍内訳」表に示す従業員合計の値
      （7,985名）に国内および海外の関係会社の役員数（59名）
      を追加した人数。
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事業活動の基盤となる課題

・ CSR調達
・ コンプライアンス

社会に影響を与える課題

・ 生物多様性の保全
・ ステークホルダーの満足向上
・ 人材育成
・ ダイバーシティ、
   ワーク・ライフ・バランス

安全・安心を
提供するための課題

・ 安全・保安
・ 化学物質管理
・ 製品責任

環境との調和を意識した課題

･ 環境負荷の低減
・ 省資源・省エネルギー化

●  新しいビジネスモデル
　への挑戦

●  DXの推進

●  SDGsへの貢献
　（カーボンニュートラル）

SDGsに即し、
機能性化学分野で

「ニッチ＆トップシェア」を
実現、事業規模の

拡大を図る

中期経営計画の基本方針

●  組織カルチャーの進化

お客さまの価値創造と
持続的な成長

お客さま

長期的な企業価値の向上、
安定的・継続的な利益還元

株主・投資家

環境に配慮して
地域発展への貢献

地域住民

自治体・地域行政における
社会課題の解決

行政

対等な信頼関係に基づく
相互利益の拡充

取引先

安全で働きやすい、
働きがいのある環境

従業員

183億円設備投資 /

グローバルな製造ネットワーク製造資本

116億円研究開発費 /

2,057件国内保有特許件数 /

高い技術基盤知的資本

連結従業員数 / 8,044名
※

持続的な成長に貢献できる人材人的資本

エネルギー使用量
（原油換算）/

国内 45,154kL

海外 73,395kL

資源・エネルギーの有効活用自然資本

連結子会社 / 国内12社 海外34社

ステークホルダーとの信頼関係社会・関係資本

67.5％親会社所有者帰属持分比率 /

安定した財務基盤財務資本

プラスチックの可能性を広げる ことで、持続可能な社会を実現するパーパス

価値創造を形にするビジネスモデル

重点開発テーマの早期事業化

SDGs重点領域
（目標「6+1」）
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住友ベークライトは価値創造プロセスを通じて
持続可能な社会の実現を目指していきます。

競争優位性と社会課題の解決を両立させたプラスチックの新たな価値を創出し、より豊かな
未来社会の実現へ。持続可能な社会を目指した価値創造プロセスを好循環させながら、すべての
ステークホルダーの皆さまの発展に貢献していきます。

コア技術
● 材料技術（樹脂配合・設計/モノマー・ポリマー合成）
● プロセス設計技術　● 評価技術

● 「One Sumibe活動」　● SBPS活動　● SBスクール（人材育成）
● 研究開発　● オープンイノベーション

主要施策

クオリティ
オブライフ

関連製品事業
各ニッチ市場での
高シェア

半導体
関連材料事業
世界トップシェアの

製品群

高機能
プラスチック事業
世界4極グローバル

事業体制

ビジョン　P4～P5

ESG P42～P83 ガバナンス P84～P94
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